
概要版



■「環境と産業が調和したまち」を推進するため、リサイクル産業や新エネルギーなどエコタウン事業を中心とした、資源循環型社
会に対応した産業の創出に努めます。
■産学官の連携や釜石が持つ「人・技術・産業基盤」などのものづくり資源と基盤整備により高まる物流機能を活用し、企業誘致や
新規産業の創出に努めるとともに、その技術を活用した起業化を支援し、雇用の場の創出に努めます。

■中心市街地の中でも、特ににぎわいが失われてきている東部地区においては、老朽化した公営住宅の再配置や公共施設の整備
などにより、ゆとりと安らぎのある快適な住環境の形成に努め、まちなか居住を推進することで、にぎわいの創出を図ります。
■まちなか交流人口が減少していることから、魅力ある街並みの整備や公園の改修などにより、だれもが快適で暮らしやすいと感
じるようなまち、さらには空き店舗対策や民間における開発の支援、各種イベントの開催を通じて市民や観光客が訪れたいと思
うようなまちづくりを進めます。
■３大基盤整備（仙人峠道路・湾口防波堤・公共ふ頭）の完成と市制施行70周年を記念して開催する大規模集客イベントなどを通じ
て、交流人口の増加を図ります。

■これまでの保健・医療・福祉の各サービスを総合的にコーディネートする機関として、保健師などで構成
する支援チームの活動拠点を市内の数カ所に設置して、公民館活動とも一体となった保健福祉活動を行
う「地域生活応援システム」を構築して事業を展開します。
■介護予防の中核を担う地域包括支援センターを整備することによって、介護予防、高齢
者に対する総合的な相談・支援等を効果的に推進します。
■保健師などによる訪問活動や地域住民・各種関係団体などとの連携により、地域、家族、
個人の状況やニーズを的確に把握し、乳幼児から高齢者までの各世代において、個々の
状況に応じた最適な保健・医療・福祉・生涯学習の各サービスを提供します。
■急性期医療と慢性期医療の充実と連携を図り、地域の医療ニーズに対応した保健医療
サービスを提供するため市民病院施設の有効活用を図ります。

■近い将来に宮城県沖での大地震や津波の発生が懸念されておりますが、自然災害への最大の対策は、早
めの避難と日頃の備えであることから、情報伝達体制の強化を図るとともに防災意識の高揚に努め、地域住

民と一体となった自主避難の確立を目指し、自主防災組織の結成・育成を図ります。
■火災や局地的な豪雨による大雨洪水災害および土砂災害から市民の尊い生命を守るため、コミュニティ消防セン

ターや雨水ポンプ場などの施設整備を計画的に行うほか、急傾斜
地など災害危険個所の整備促進に取り組みます。

ものづくり資源と物流基盤を活用した
雇用の場の創出

中心市街地東部地区からのにぎわいの発信PROJECT

地域生活応援システムを活用した
健康安心づくり

PROJECT 防災基盤の整備と
意識の高揚による安全なまちづくり

PROJECT

【重点施策】
�資源循環型社会に対応した産業の育成
�総合的な水産業の振興
�中心市街地の活性化
�鉄の歴史と環境を生かす地域づくり
�地域コミュニティによる健康安心づくり
�生涯学習の推進

計画期間：平成12年度～平成22年度
（前期Ｈ12－Ｈ17、後期Ｈ18－Ｈ22）

【まちづくりの基本目標】
�にぎわいと活力ある産業が展開するまち
�すべての人に優しい快適なまち
�創造性豊かな人を育むまち

○地域生活応援システム推進事業
�ヘルスアップ事業　�地域支援事業　�公民館生涯学習推進事業

○病院施設リニュ―アル事業

○企業誘致推進事業
○新規産業創造事業
○リサイクル産業推進支援事業
○新エネルギー推進事業
○新産業創出促進助成事業
○中小企業振興対策事業

○自主防災組織の整備事業　　　○防災避難路整備事業
○避難誘導サイン整備事業　　　○木造住宅耐震診断事業
○民間住宅耐震改修費助成事業　○急傾斜地崩壊対策事業　　　　　
○道路災害防除事業　　　　　　○橋梁補強事業
○道路改良事業　　　　　　　　○がけ地近接等危険住宅移転事業
○汐立雨水ポンプ場建設事業　　○コミュニティ消防センター建設事業
○防火水槽整備事業

主要な事業

主要な事業

主要な事業

主要な事業

釜石市の進める協働とは、共通の目的を実現するために、
市民と行政がお互いに認め、尊重し合い、対等な立場に
なって、それぞれが主体性と責任を持って役割を

分担し、地域の課題解決に取り組んで
いくことです。

○新青葉ビル建設事業　　○大只越公営住宅建設事業
○道路改修事業　　　　　○大通り街並み整備事業
○青葉通り緑地改修事業　○公園改修事業
○大渡橋橋詰広場整備事業
○商店街活性化事業　　　○魅力ある商店街整備事業
○まちなか情報発信事業
○市制施行70周年および３大基盤整備完成記念イベントの開催

少子高齢化や高度情報化、核家族化などにより
市民ニーズが多様化・高度化してきている中にあっ

ては、市民が主役となるまちづくりを進める必要がある
ことから、市民の参加意欲を高め、相互の交流とネット

ワークの構築に努めて、市民と行政との協働によるまちづく
りを進めます。

【計 画 期 間】平成18年度～平成22年度
【時 代 背 景】�仙人峠道路や港湾の整備が整い、物流基盤が向上している。

�地方交付税の削減や市税収入の伸び悩みにより厳しい財政状
況が続く。

【計画の特徴】各分野の施策の中でも特に優先的に取り組む施策を４つに絞り
込んで、「優先プロジェクト」として展開する。

【計画の推進】「協働によるまちづくり」「効率的・総合的な行財政運営」「広域
的な取り組みの推進を」を基本理念に据えて計画を推進していく。



【発行】釜石市総務企画部総合政策課
〒026-8686 岩手県釜石市只越町三丁目9番13号
TEL0193-22-2111（代） FAX0193-22-6120
ホームページ　http://www.city.kamaishi.iwate.jp/

古紙配合率100％再生紙を使用しています。
環境にやさしい植物性大豆インキを使用しています。
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健康であると思う人の割合

生活応援センターの設置

保育所入所待機児童数

小規模多機能住宅介護拠点整備

自主防災組織率

急傾斜地崩壊危険個所整備率

下水道人口普及率

市道改良率

小学校数

生涯学習関係講座への参加者総数

総合型地域スポーツクラブ登録者数

特定非営利活動法人認証団体数

審議会等における女性委員の比率

国際交流協会に加盟する個人・団体数
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地籍調査事業の進捗率

新規就業者数（起業・誘致企業）

製造品出荷額等

漁業協同組合数

釜石魚市場水揚げ高（数量）

農業産出額

商業販売額

有効求人倍率

新規産業創出件数

観光客入込み数

交流連携を目的とした県外との広域連携件数

東部地区（大町地区）の人口

盛岡市までの時間距離

釜石港貨物取扱量

現状 18年度 22年度

現状と目標値
単位主　要　な　指　標

現状 18年度 22年度

現状と目標値
単位主　要　な　指　標

後期基本計画の主な指標

第 一 次 産 業

第 二 次 産 業

第 三 次 産 業

純 生 産 合 計

分 配 所 得

市民一人当たり所得

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

千円
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114,779

105,327

2,367

4,000
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115,900

106,000

2,465

3,900

45,800

75,300

118,800

108,700

2,651

区　　　　分 単位 平成15年 平成17年 平成22年
平成12年国勢調査人口　　46,521人

平成17年国勢調査人口　　42,987人（速報値）

平成22年度目標人口　　　41,000人

純生産と所得の推移と試算人口の推移と目標


